
 

               

 

 

 

 

 
擬人化キャラクター広告「和歌山市子」シリーズに共感いただき 

紀三井寺に新しいキャラクター広告が誕生します！ 

 
 和歌山市では、令和７年４月に和歌山市の特徴ある各地域等を擬人化した６種類の

広告を制作し、新大阪駅新幹線改札内デジタルサイネージ等への掲出やＰＲカードの

配布を行ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらの広告が様々なメディアで取り上げられ、一般の方のみならず、民間事業者の

方々から今後の展開のご期待をいただいたことから、クリエイターによる描きおろし

デザインの制作やご利用いただくためのガイドラインの作成などを進めています。 

この度、「和歌山市子シリーズ」の取組みに共感いただいた紀三井寺様から、本市を

代表する観光地である紀三井寺を擬人化したキャラクター「紀三井 寺代（仮）」の制

作・情報発信を通して『一緒に和歌山市を盛り上げていきましょう』とありがたいお申

し出があったことから、「和歌山市子」シリーズの新たなキャラクター広告をデビュー

させていただくこととなりました！デザインや名称を調整したうえで、完成次第改め

て発表いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 課 シティプロモーション課 

担 当 者 竹家、辻本 

電    話 ４３５－１０１３ 

内  線 ２４６０ 

記 者 発 表 

令和７年１２月５日 

早咲きの桜が春を呼び、境内には和歌浦の絶景と夕景が広がる。多彩な伝承が息づく

“物語が薫る寺院”紀三井寺を擬人化したキャラクターに是非ご注目ください！ 

（制作された擬人化キャラクター広告） 


